
＜対策を講じる以前の状況＞ ＜重層的な広報により申請台数向上＞ 　…小さな活動の積み重ねにより事業が浸透

　　
・　周知が不十分で離島対策支援事業を活用しない事業者が存在 【①振興会支部会での周知・アナウンス】
　 

１９年５月１５日に行われた 【②ホームページによる支援制度の広報】
・　不適正な部品取りをしている業者が存在するとの情報もあり 自動車整備振興会対馬支部の会議で
　  リサイクルルートに流れない車両が相当数存在した 支部長が各会員に対し  市ホームページの廃棄物対策コーナーを

不適正な部品取りを行わず  リニューアル
解体業者に引き渡すよう要請  離島対策支援事業に関する情報を充実

＜対策内容とその後の状況＞

整備振興会業者の離島支援事業に対する認識向上および 【③支援事業ポスターでの広報】
市がおこなった重層的広報の成果により、
平成１９年度の離島対策出えん申請実績が 整備振興会支部会員の各事業者へ離島対策支援事業のポスターを配付
前年比１４７％と、事業活用が順調に拡大 あわせて支援事業ポスターのお知らせ欄に

 振興会会員業者が引取り業務を行っていることを明記

＜取り組みの効果（市担当者の所見）＞

①：島内事業者間の監視が進んだ

島内で、不適正な部品取り業者に対する監視の気運が高まるとともに
　 意識向上の結果、放置車両撤去が進むようになった

②：不適正な部品取りの減少

適正処理事業者に使用済自動車が集まるようになり不適正な
部品取りが減少した

整備振興会による取りまとめ好事例　(長崎県 対馬市）

　

　　　  　 １９年５月にセンターが対馬市を訪問
　　　　市・保健所とともに振興会支部長を訪ね
　　　　会員各事業者に対し不適正な部品取りを
　　　　しないよう呼び掛けを要請

 振興会引取登録業者が海上輸送している旨を
 ポスターにしっかり表示

第１四半期 第２ 第３ 第４ 年度累計

4.5ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 1.5ヶ月 12ヶ月

平成１８年度 ２３６ ３２０ ２７７ １４３ ９７６

〃 １９ 〃 ４５６ ３１７ ３３１ ３２９ １，４３３

前年比

１４７％

同
一
内
容

利 - ４


	対馬市好事例

